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課題(i) サブ課題 a：ESM 開発・応用 
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班班⾧) 

[1] 大気 CO2 濃度および海陸 CO2 フラックス 

[2] 地球システム変数 

[3] 1000 年規模気候ʷ炭素循環シミュレーション 

2. 羽島知洋、統合プロ ブローシャー テーマ B “サブ課題 ESM の開発・地球システ



ム解析” 執筆 

3. 大垣内るみ、令和２年度 統合的気候モデル高度化研究プログラム オンライン
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4. 大垣内るみ、統合プログラム ブローシャ寄稿 

5. 課題(i) サブ課題 b：マルチモデル解析による温度上昇の確率論的評価 

6. 筒井純一（2020），気候科学の新情報はどのように評価されて政策に波及するの

か？ 電気新聞 2020/4/1，ゼミナール 205、コラム記事掲載 
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15. 一般向け解説：計算で挑む環境研究—シミュレーションが広げる可能性「地球と人

類の将来：地球−人間システムモデルによる研究」地球環境研究センターニュース
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1. 日本海洋学会 2020 年度環境科学賞、河宮 未知生、温暖化予測研究の推進および一

般社会への普及啓発活動 



 

・開発したモデル 

1. MIROC-ES2L 

 

国際共同研究の状況 

・海外機関との連携 

課題(i) サブ課題 a：ESM 開発・応用 

1. 大垣内るみ、Covid-MIP：UKMO 他 

2. 渡辺真吾、CMPI6 や GeoMIP 等の枠組みを通じて国際共同研究を実施中 

3. Paleoclomate Modelling Intercomparison Project phase 4 

4. Paleoclomate Modelling Intercomparison Project Past2Future working group 

 

・国内での連携 
課題(i) サブ課題 a：ESM 開発・応用 

1. 渡辺真吾、国内のジオエンジニアリング研究に関心のある研究者間で情報交換を
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